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今
回
の
取
材
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
る

会
議
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
新
企
画
、

新
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
と
試
食
、
経
営
陣

み
ん
な
で
情
報
を
共
有
し
、
新
た
な
取

組
み
を
す
る
姿
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

落
合
さ
ん
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
し
て
頂

き
、
ま
も
な
く
一
年
に
な
り
ま
す
。

私
自
身
は
宴
会
で
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
料
理
が
美
味
し
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
見
栄
え
も
季

節
感
が
出
て
い
て
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
で
一
番
力
を
入
れ
た

の
が
料
理
だ
そ
う
で
す
。
今
後
と
も

「
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
を
自
ら
考
え

る
組
織
」
に
な
り
、
町
民
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【記
今
野
】

議
員
よ
り
コ
メ
ン
ト

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委
員
長

岡
﨑

英
和

副
委
員
長

小
玉

勇

委

員

二
藤
部
冬
馬

委

員

今
野

雅
信

委

員

大
山

二
郎

感
染
症
の
収
ま
る
兆
し
は

な
く
、
年
末
年
始
の
大
雪
に

私
た
ち
は
大
童
。
新
年
を
迎

え
気
持
ち
を
引
締
め
町
の
問

題
を
見
極
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

昨
年
は
汚
職
事
件
、
コ
ロ

ナ
、
洪
水
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き

で
あ
っ
た
。
し
か
し
洪
水
被

害
は
ほ
ぼ
復
旧
し
、
事
件
に

関
す
る
違
約
金
の
問
題
も
裁

判
所
で
調
停
中
。

全
国
初
の
女
性
同
士
の
知

事
選
挙
、
衆
議
院
議
員
選
挙

は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

意
思
表
示
の
機
会
で
あ
る
。

ゆ
っ
く
り
、
し
か
し
確
実
に

前
進
し
問
題
を
解
決
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
大
雪

は
昨
年
の
倍
返
し
ど
こ
ろ
で

は
な
い
。
為
す
術
な
く
困
り

果
て
て
い
る
人
た
ち
も
見
か

け
る
。

ま
ず
は
、
あ
と
２
か
月
一

つ
ず
つ
困
難
を
乗
り
越
え
て

暮
ら
し
て
い
こ
う
。【記

小
玉
】

編
集
後
記

落合経営コンサルタントに聞く落合経営コンサルタントに聞く山形県大石田町ホームページ
https://www.town.oishida.yamagata.jp

◆第４回定例会
(12月10日～15日)

◇第６回臨時会
(10月30日)

大
石
田
町
の
印
象
は

山
形
県
の
中
で
も
特
に

文
化
度
が
高
く
、
町
民
が

温
か
い
で
す
。
そ
の
温
か

さ
が
斎
藤
茂
吉
や
金
山
平

三
な
ど
の
文
化
人
が
大
石

田
町
に
長
く
滞
在
し
て
い

た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀

の
第
一
印
象
は

町
民
に
支
え
ら
れ
て
い

る
施
設
と
い
う
印
象
で
す
。

問
題
点
と
改
善
点
は

接
客
、
料
理
、
環
境
整

備
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

今
後
の
企
画
な
ど

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
あ
っ
た
運
営
や
企
画
を

考
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
石
田
町
議
会
に
一
言

と
に
か
く
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
ご
指
導

を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

美味しい料理とおもてなしで
町民のみなさまをお待ちして
います！

あったまりランド深堀

◇第７回臨時会
(11月30日)

※花田社長(副町長)と落合さん、常
務、支配人、料理長を中心に毎週
会議を開き運営の確認や今後の企
画を話し合っています。また、料
理の新メニュー開発や試食会も行
っています。

大
石
田
分
署
に
新
た
に

配
置
さ
れ
た
「
災
害
対
応

特
殊
水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動

車
」
で
す
。
ポ
ン
プ
車
の

積
載
水
は
２
，０
０
０
ℓ
。

車
両
上
部
に
は
放
水
銃
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
火
点

と
の
距
離
や
高
さ
が
あ
る

場
合
で
も
有
効
な
放
水
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

日
当
番
だ
っ
た
隊
員
の

方
々
の
姿
も
凛
々
し
く
、

よ
り
安
心
な
町
へ
の
一
助

と
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。【記

二
藤
部
】

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

傍聴議会を傍聴しませんか
◆次回の定例会は◆

３月２日(火)～
３月12日(金)の予定です｡

マスク着用のうえ、おいでください｡

お問い合わせ先 大石田町議会事務局
電話：35-2111《内線312》 FAX：35-2118

◆経営コンサルタント(左)
落合春信さん(山形市在住)

◆所 属／クオリティ マーケティン
グ＆マーチャンダイジング
合同会社QMM地域開発
研究所

迎
春
迎
春
迎
春

大石田分署に新しく配備された大石田分署に新しく配備された
「災害対応特殊水槽付ポンプ自動車」「災害対応特殊水槽付ポンプ自動車」

わ
ら
わ

お
お
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今
シ
ー
ズ
ン
も
大
石
田
ら
し
い
冬
将
軍
が
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
初
雪
の
翌
日
に
「
大
雪
警
報
」
発
令
、
５

日
後
に
豪
雪
対
策
本
部
設
置
は
、
過
去
に
例
の
な
い
異
常
な

ペ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
除
雪
に
携
わ
る
職
種
の
方
々
の
み

な
ら
ず
、
全
て
の
町
民
が
疲
れ
気
味
な
の
は
気
の
せ
い
で
は

な
い
は
ず
。

除
雪
と
言
え
ば
、
東
根
市
や
天
童
市
、
山
形
市
か
ら
来
町

し
た
方
は
、
い
つ
も
道
路
除
雪
の
キ
レ
イ
さ
に
驚
か
れ
て
い

る
。
当
町
や
尾
花
沢
市
な
ど
は
、
行
政
側
が
除
雪
用
重
機
を

準
備
し
契
約
先
の
業
者
に
貸
与
す
る
や
り
方
だ
が
、
村
山
市

以
南
は
除
雪
を
請
け
負
う
業
者
自
身
で
重
機
を
用
意
す
る
方

法
な
の
だ
。
当
然
、
降
雪
量
や
出
動
回
数
な
ど
、
比
較
に
な

ら
な
い
た
め
に
致
し
方
な
い
こ
と
だ
が
、
ひ
い
き
目
に
見
て

も
当
町
に
お
け
る
道
路
除
雪
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
抜
群
の
高
水

準
に
思
え
る
。

真
夜
中
か
ら
出
動
し
、
降
雪
量
次
第
で
は
休
む
間
も
な
く

夕
方
ま
で
稼
働
す
る
こ
と
も
頻
繁
だ
。
自
然
が
相
手
な
の
で

仕
方
が
な
い
こ
と
だ
が
、
過
酷
な
業
務
実
態
ゆ
え
に
後
継
者

不
足
も
深
刻
な
課
題
な
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
除
雪
に
携
わ
る
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
去
年

の
話
で
は
な
い
が
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
分
、
春
以
降
は
平

穏
な
一
年
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【記
岡
﨑
】

きれいな幅出しは任せろ！ロータリ除雪車きれいな幅出しは任せろ！ロータリ除雪車

消雪道路でも追いつかない雪(東町)消雪道路でも追いつかない雪(東町)

雪に埋もれる大石田駅雪に埋もれる大石田駅

丹生川沿いの雪捨て場は全長１キロほどに伸びている丹生川沿いの雪捨て場は全長１キロほどに伸びている
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第
４
回
定例会定例会
12/10～12/15

補 正 予算・条例等補正予算・条例等
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
10
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
、
６
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、
人
事
案
件
な
ど
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
(陳
情
)は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
、

議
員
発
議
と
し
て
意
見
書
の
提
出
や
決
議
を
議
決
し
ま
し
た
。

12月12月
定例会定例会
12/10～12/1512/10～12/15

各会計補正予算
６件

以上12件
原案どおり
可決

条例設定
１件
条例制定
１件
協 議
１件
人事案件
１件
議員発議
２件

一
般
会
計

【全
員
賛
成
】

二
藤
部
冬
馬
議
員

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
｢虹
の
館
｣

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
｢虹
の
館
｣

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
｢虹
の
館
｣

町
内
女
性
に
限
る
宿
泊
助
成

を
行
っ
た
が
、
も
っ
と
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
対
象
を
広
げ
る

考
え
は
。

町
長

可
能
で
あ
れ
ば
や
っ

て
い
き
た
い
。

副
町
長

町
を
も
っ
と
良
く

し
て
い
く
に
は
、
女
性
の
参

画
が
必
要
。
細
や
か
な
視
点

を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
女

性
限
定
に
し
た
。

大
山
二
郎
議
員

防
災
放
送

防
災
放
送

防
災
放
送

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
取
り
組

み
や
、
高
齢
者
宅
だ
け
で
も

直
接
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
は
。

町
長

放
送
の
内
容
を
確
認

で
き
る
、
防
災
情
報
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
シ
ス

テ
ム
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
自
主

防
災
組
織
や
民
生
委
員
児
童

委
員
の
力
を
借
り
て
進
め
て

い
く
。遠

藤
宏
司
議
員

情
報
収
集
困
難
者
へ
の
対
応

と
し
て
、
名
簿
を
作
り
区
長

等
に
提
供
し
て
は
。

副
町
長

解
決
に
向
け
て
対

策
を
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

本
人
の
同
意
を
基
に
リ
ス
ト

化
し
、
行
動
計
画
を
作
る
予

定
。

今
野
雅
信
議
員

町
の
医
療
機
関
で
は
ワ
ク
チ

ン
が
な
く
な
っ
た
と
聞
く
、

中
学
３
年
生
が
受
け
ら
れ
な

い
。
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
と
情

報
発
信
を
。

町
長

ワ
ク
チ
ン
は
行
政
が

お
願
い
し
た
か
ら
来
る
も
の

で
は
な
い
。
北
村
山
地
区
で

融
通
で
き
る
か
お
願
い
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

村
形
昌
一
議
員

公
立
病
院
線
運
行
に
対
し
、

損
失
補
填
ま
で
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

町
長

公
共
交
通
機
関
へ
の

助
成
と
い
う
こ
と
で
、
い
た

し
か
た
な
い
。

山
交
バ
ス
負
担
金

山
交
バ
ス
負
担
金

山
交
バ
ス
負
担
金

小
玉

勇
議
員

今
年
の
受
験
者
が
34
人
に
増

え
た
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
課
長

通
常
９
月
に
共

通
試
験
を
行
っ
て
い
た
が
、

今
年
は
町
独
自
で
11
月
に
し
、

他
と
重
複
し
て
受
験
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
思
う
。

職
員
採
用
試
験

職
員
採
用
試
験

職
員
採
用
試
験

なくなっては困ります
(町内停留所)

岡
﨑
英
和
議
員

過
去
最
高
の
納
税
額
に
な
る

よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
単
年
度

で
終
わ
ら
せ
な
い
策
は
あ
る

の
か
。

町
長

返
礼
品
の
お
せ
ち
は

順
調
だ
が
、
大
石
田
の
米
を

認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

村
形
昌
一
議
員

返
礼
品
の
４
分
の
３
が
お
せ

ち
と
聞
く
。
な
ら
ば
業
者
に

対
し
も
う
少
し
町
へ
還
元
し

て
も
ら
う
策
が
必
要
で
は
。

町
長

花
火
等
、
単
独
で
も

寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

村
形
昌
一
議
員

定
住
促
進
に
補
正
増
額
す
る

の
は
大
変
良
い
こ
と
。
町
長

の
今
後
の
見
解
は
。

町
長

好
評
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
も
財
政
が
許

す
範
囲
で
力
を
入
れ
、
ま
ち

づ
く
り
人
口
の
増
加
に
繋
げ

た
い
。 定

住
促
進
事
業

定
住
促
進
事
業

定
住
促
進
事
業

村
形
昌
一
議
員

助
か
っ
て
い
る
中
小
企
業
は

多
い
、
町
長
の
判
断
は
。

町
長

経
済
の
疲
弊
が
続
い

て
い
る
。
国
に
対
し
施
策
の

継
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。

緊
急
災
害
対
策

緊
急
災
害
対
策

緊
急
災
害
対
策

利
子
補
給
金

利
子
補
給
金

利
子
補
給
金

遠
藤
宏
司
議
員

金
川
に
あ
る
流
雪
溝
用
ポ
ン

プ
を
豪
雨
時
の
排
水
に
使
用

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
多

用
途
に
使
っ
て
大
丈
夫
か
。

町
長

国
交
省
と
も
協
議
を

し
て
い
る
。

取
水
ポ
ン
プ

取
水
ポ
ン
プ

取
水
ポ
ン
プ

連
携
中
枢
都
市
圏

協
約
締
結
【賛
成
多
数
】

【反
対
／
遠
藤
議
員
】

遠
藤
宏
司
議
員

全
て
山
形
市
に
集
中
し
て
、

周
辺
が
寂
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

町
長

中
心
部
だ
け
が
栄
え

る
と
い
う
話
で
は
な
い
。
恩

恵
が
あ
る
の
み
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
在
33
の
事
業
が
あ
る
が
、

町
民
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
事

業
を
取
捨
選
択
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

学
校
給
食
特
別
会
計

【全
員
賛
成
】

岡
﨑
英
和
議
員

８
市
町
に
よ
る
米
飯
施
設
の

共
同
化
と
い
う
こ
と
だ
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化
の

話
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

給
食
数
は
減
っ
て

い
く
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は

現
状
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【全
員
賛
成
】

大
山
二
郎
議
員

町
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
え

る
医
療
機
関
は
あ
る
の
か
。

ま
た
検
査
や
入
院
時
の
費
用

は
。

保
健
福
祉
課
長

検
査
を
行

え
る
医
療
機
関
は
あ
る
。
費

用
は
個
人
的
に
受
け
た
場
合

は
自
己
負
担
、
保
健
所
や
医

師
の
指
示
が
あ
れ
ば
、
検
査

も
入
院
も
無
料
で
あ
る
。

遠
藤
宏
司
議
員

保
険
料
の
子
ど
も
の
均
等
割

は
や
め
る
べ
き
。

町
長

法
令
上
で
き
な
い
。

固
定
資
産
評
価

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選

審
査
委
員
の
選

任
に
同
意

任
に
同
意

海
藤
雅
彦
さ
ん
(駒

籠
)を
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
と
し
て
任
命

す
る
こ
と
に
全
員
が
同

意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
３
年
１
月

20
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選

審
査
委
員
の
選

任
に
同
意

任
に
同
意

最上川増水時は内水が溢れる金川
(横山下宿地内)

まちづくりに女性の参画！ 町内の女性限定プラン町内の女性限定プラン町内の女性限定プラン
大大大大大大大大大大大好好好好好好好好好好好評評評評評評評評評評評！！！！！！！！！！！大好評！大好評！

まちづくりに女性の参画！まちづくりに女性の参画！
次のキャンペーンは
何かにゃ～★

町内宿泊施設宿泊料
3,000円値引
(１月末終了)



議決
全員賛成

◆決議要旨◆
感染者やその家族等に対しSNS等の媒体による匿名での心ない誹謗中傷や、間違
った情報の拡散、感染症に対する不安や恐れから感染者や感染経路を詮索するよう
なことは行わず、大石田町民の「思いやり」や「やさしさ」で防がなければなりま
せん。私たちが行うべきことは感染予防策の徹底であり、感染者を誹謗中傷するこ
とではありません。今こそ一人ひとりが共に支え合うことが何よりも大切です。誹
謗中傷の根絶を目指し、新型コロナウイルス感染症の諸問題に真摯に取り組み、こ
の困難を乗り越えましょう。

議案第55号
令和２年度大石田町一般会計補正予算(第８回）
議案第56号 調停の申立について
・大石田町町民交流センター建築(主体)工事に係る
違約金(４億818万9024円)と尾花沢市消防署大石
田分署建築工事に係る違約金(5734万4980円)を支
払うように町は山形簡易裁判所に調停を申し立て
ました。その経費(弁護士費用等)として、調停等
業務委託料(2860万２千円)の補正を可決しました。

議案第57号
大石田町一般職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例
・大石田町一般職の職員の期末手当
の支給率を改正し、支給率を下げ
る条例の改正を可決しました。
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国に対し「消費税５％以下への引き下げを求める意見書」の
提出を求める請願について

◆請 願 者 北村山民主商工会 会長 黒 沼 生 一
◆紹介議員 遠 藤 宏 司
◆請願要旨 消費税増税以降、日本経済は低迷しています。さらに新型コ

ロナウイルス感染症拡大が追い打ちをかけ、多くの国民に影
響が出ています。緊急経済対策として、景気低迷の原因にな
った消費税の税率引き下げが大きな効果を発揮すると思いま
す。住民のくらし、地域経済、地方自治に深刻な打撃を与え
る消費税の５％以下への引き下げを強く求めます。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
た
め
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
規
模
で
異
常
事
態
。

数
多
く
の
死
者
が
出
て
い
る
。
政
府
は
財
政

出
動
的
な
形
で
営
業
や
個
人
生
活
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

税
金
と
い
う
の
は
本
来
累
進
課
税
。
所
得

の
多
い
人
か
ら
多
く
と
り
、
公
平
に
国
民
に

分
配
す
る
仕
組
み
の
は
ず
。
し
か
し
消
費
税

は
所
得
に
関
係
な
く
、
子
ど
も
に
ま
で
課
税

す
る
制
度
。
異
常
な
事
態
に
税
金
の
取
り
方

も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
各
国
で
も
消
費
税
に
似
た
税
金
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
り
、
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
。
こ
の
際
、
い
っ
た
ん
５
％
に
戻
す
べ
き

と
考
え
る
。

反対
国
民
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、

減
税
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
広
が
り
始
め
た
当
初
、
減
税
と
い
う
声

を
あ
げ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
は
税
を
成
す
根
幹
の
部
分

は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
多
種
多

様
な
支
援
に
力
を
注
い
で
き
て
い
る
。
期
限

付
き
減
税
を
し
た
国
も
多
数
あ
る
が
、
国
の

考
え
方
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
税
金
の
根
幹
は

そ
の
ま
ま
で
、
日
本
は
支
援
と
い
う
形
で
手

を
差
し
の
べ
る
べ
き
と
考
え
る
。

議会での討論とは？
議案の採決の前に、反対、賛成の意見をその理由を明確にして
表明することで、態度を決めかねている人を自分の意見に同調さ
せるため行うことです。

×
遠藤宏司 議員

賛成
岡﨑英和 議員

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書
の提出についての陳情

◆陳 情 者 山形県医療労働組合連合会
執行委員長 渡 辺 勇 仁

◆陳情要旨 感染症病床や集中治療室の大幅な不足、公立公的病院の重要
性、医師・看護師・介護職員の人員不足、保健所の不足が問
題となっています。国民のいのちと健康を守るため、医療・
介護・福祉、公衆衛生施策の拡充を強く国に求める意見書を
提出するよう陳情します。

厚生産建常任
委員会審査結果

陳情

内閣総理大臣
総 務 大 臣
財 務 大 臣
厚生労働大臣

提 出 先

誹謗中傷をなくし共に支え合うことにより新型コロナウイルス
感染症の克服を目指す決議

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための意見書

願請
総務文教常任
委員会審査結果
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豊
田
地
区
の
河
川
改
修
の
進

捗
状
況
は
。
今
年
の
７
月
豪

雨
の
水
位
で
も
地
区
の
水
没

や
断
水
が
起
き
な
い
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

町
長

緊
急
的
な
対
応
策
と

し
て
大
型
土
嚢
の
設
置
を
11

月
５
日
に
完
了
し
た
。
今
回

の
水
位
で
も
溢
水
し
な
い
対

応
と
聞
い
て
い
る
。

五
十
沢
川
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
氾
濫
に
よ
る
今
宿
地
区

の
水
没
を
防
ぐ
対
策
は
。

７
月
豪
雨
後
の
現
状

町町 のの 考考 ええ をを 問問 うう

大石田町の様々な課題等について、議
員が町に考えを聞くことを言います。
質問内容は議案とは関係なく議員が自

由に決めます。議席は対面式になってお
り、町長と向かい合い質問します。議員
１人当たりの持ち時間は１時間です。

一般質問とは…

議場にもアクリル板を設置しました

一 般 質 問 ―町の考えを問う―

遠藤 宏司 議員

◆河川改修の現状と今後の課題について

９ページ

二藤部 冬馬 議員

◆若手の定住移住を促していく必要があ
るが、今後の具体策は

10ページ

小玉 勇 議員

◆７月豪雨の復旧は完了したのか
◆危険家屋の今後について
◆入札制度をどう改革したのか

11ページ

村形 昌一 議員

◆古関裕而や森義八郎に光をあてる時で
はないか

◆時代に合った交通安全対策を

12ページ

大山 二郎 議員

◆入札制度改革及び談合事件について
◆町長の初心を問う

13ページ

５議員が一般質問５議員が一般質問
河川改修の現状と課題

遠藤 宏司 議員

緊急的な応急対応は
完了している

町 長

町
長

管
理
者
は
県
で
あ
り
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
に
よ
る
氾

濫
防
止
対
策
を
要
望
し
て
い

る
。
県
は
現
地
調
査
を
し
て

い
る
の
で
、
年
度
内
に
は
方

向
性
を
示
し
て
も
ら
う
。

金
川
や
下
の
川
、
川
端
地
区

の
内
水
氾
濫
に
よ
る
水
没
を

防
ぐ
対
策
は
。

町
長

横
山
下
宿
地
区
は
、

流
雪
溝
ポ
ン
プ
を
利
用
す
る

こ
と
で
迅
速
な
排
水
が
で
き

る
よ
う
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
川
端
地
区
は
、
国

土
交
通
省
と
の
協
議
、
調
整

が
必
要
な
の
で
今
後
も
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
課
題

豊
田
地
区
の
大
型
土
嚢
設
置

で
、
水
道
の
断
水
被
害
を
回

避
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
広
く

町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

町
長

豊
田
地
区
を
は
じ
め
、

周
知
し
て
い
く
。

大
規
模
な
洪
水
が
今
後
も
頻

繁
に
起
こ
る
と
考
え
れ
ば
、

大
型
土
嚢
の
設
置
は
対
症
療

法
的
な
も
の
。
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
国
交
省
と
話
し
合

い
を
し
た
の
か
。

町
長

水
害
は
今
後
も
起
こ

り
う
る
も
の
と
考
え
る
。
豊

田
地
区
の
築
堤
や
、
流
下
断

面
を
確
保
す
る
河
道
掘
削
、

支
障
木
の
伐
採
な
ど
し
っ
か

り
要
望
し
て
い
く
。

支
障
木
の
伐
採
は
来
年
３
月

ま
で
で
完
了
す
る
と
聞
く
。

今
後
は
川
底
の
土
砂
の
浚
渫

を
要
望
す
る
考
え
は
。

町
長

下
河
原
周
辺
の
浚
渫

は
や
る
と
聞
い
て
い
る
。
駒

籠
、
大
浦
あ
た
り
も
予
定
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 し

ゅ
ん
せ
つ

被害が大きかった豊田地区

７月豪雨時の支障木の様子(横山下河原)

ど

の
う

い
っ
す
い
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一

―
町
の
考
え
を
問
う
―

般
質
問

若
者
へ
の
支
援

1111 おおいしだ 議会だより №167

空
き
家
の
撤
去
始
ま
る

一 般 質 問 ―町の考えを問う―

豪
雨
災
害

住
宅
の
現
状
と
具
体
策

若
者
の
移
住
定
住
、

今
後
の
具
体
策
は

二
藤
部
冬
馬
議
員

子
育
て
世
代
向
け
の
住
宅
建
築
を
検
討

町

長

子育て世代の定住を！
(地域おこし協力隊・大野さん家族)

町
外
流
出
、
出
生
数
の
減
少

が
進
む
中
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
定
住
や
移
住
を
促
す

た
め
の
、
さ
ら
な
る
対
策
が

必
要
。
今
後
の
具
体
策
は
。

町
長

｢人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

｢地
方
創
生
総
合
戦
略
｣の
改

定
に
着
手
し
て
い
る
。
結
婚

さ
れ
た
夫
婦
に
対
し
て
住
居

費
を
補
助
す
る
「
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
」
の
創
設
な
ど
、

新
し
い
施
策
も
盛
り
込
み
、

今
年
度
中
に
策
定
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

町
長

｢空
き
家
バ
ン
ク
の

活
用
」「
住
宅
取
得
等
へ
の

支
援
制
度
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
転
出
超
過
に
つ
い
て

は
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
る
。

空
き
家
の
売
却
・
購
入
は
な

か
な
か
進
ま
ず
、
移
住
定
住

策
の
一
番
手
と
し
て
考
え
る

の
は
厳
し
い
の
で
は
。

町
長

経
費
を
か
け
ず
に
移

住
し
て
も
ら
う
に
は
、
空
き

家
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
い
い
と
考
え
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
様
々
な
部

分
で
評
価
し
て
も
ら
え
る
施

策
は
で
き
る
と
考
え
る
。

結
婚
を
機
に
住
宅
を
考
え
る

世
帯
や
大
石
田
に
移
住
し
た

い
世
帯
も
あ
る
が
、
ア
パ
ー

ト
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
見
つ

か
ら
ず
、
他
市
町
村
に
流
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

民
間
の
ア
パ
ー
ト
に
関
し
て

は
、
営
業
活
動
に
あ
た
る
の

で
、
行
政
と
し
て
介
入
す
る

の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

舟
形
町
・
大
蔵
村
等
で
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
住
宅
な

ど
の
建
築
は
。

町
長

町
で
保
有
し
て
い
る

土
地
を
活
用
し
、
子
育
て
世

代
向
け
住
宅
建
築
を
検
討
し

て
い
る
。
若
者
向
け
の
間
取

り
、
除
雪
の
解
消
、
家
賃
設

定
な
ど
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

昨
今
の
出
生
数
の
減
少
を
見

る
と
、
５
年
後
や
10
年
後
に

先
延
ば
し
で
き
な
い
問
題
。

支
援
住
宅
の
建
築
は
い
つ
ご

ろ
実
施
予
定
か
。

町
長

任
期
中
に
は
形
に
し

た
い
。

大石田町にもほしい！子育て支援住宅(舟形町)

危険空き家の撤去は
どうなった

小玉 勇 議員

12月７日業者が決まり
着工している

町 長

３
月
に
予
算
化
し
た
危
険
空

き
家
の
撤
去
費
用
５
６
１
万

円
は
ど
う
な
っ
た
。
(う
ち

２
２
４
万
円
は
国
の
補
助
)

町
長

所
有
者
と
の
交
渉
と

手
続
き
に
時
間
を
要
し
た
が
、

よ
う
や
く
登
記
の
変
更
も
完

了
し
、
12
月
７
日
入
札
を
執

行
、
解
体
工
事
の
請
負
業
者

が
決
定
し
た
。
工
期
は
２
月

26
日
ま
で
。

地
区
の
要
望
か
ら
10
年
以
上

を
経
て
、
よ
う
や
く
撤
去
さ

れ
る
が
、
更
地
に
な
っ
た
土

地
は
ど
う
す
る
の
か
。

７
月
豪
雨
被
害
の
復
旧
は
進

ん
だ
の
か
。

町
長

今
宿
「
町
道
鷺
ノ
原

線
」
に
つ
い
て
応
急
的
な
復

旧
は
８
月
28
日
に
完
了
し
て

い
る
。
本
復
旧
工
事
は
令
和

３
年
度
の
早
い
時
期
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

家
屋
に
つ
い
て
は
41
件
の

補
助
金
等
の
申
請
が
あ
っ
た
。

未
だ
完
了
し
て
い
な
い
家
屋

も
あ
る
が
、
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

農
地
は
耕
作
放
棄
地
に
な
ら

な
い
よ
う
に
対
策
を
。

町
長

小
規
模
災
害
復
旧
制

度
(県
)を
利
用
し
、
農
地
12

箇
所
、
農
業
施
設
15
箇
所
計

27
箇
所
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
復

旧
し
て
い
る
。
通
常
、
県
・

町
・
個
人
そ
れ
ぞ
れ
１
／
３

ず
つ
の
負
担
割
合
に
な
る
が
、

町
長

地
区
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
具
体
的
に
協
議
を

進
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

個
人
の
後
始
末
に
公
費
を
充

て
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
異

議
も
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
撤
去
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長

近
隣
へ
の
危
険
性
や

衛
生
面
を
考
え
、
あ
と
２
件

の
予
定
が
あ
り
、
今
後
事
業

を
進
め
て
い
く
。

今
回
は
個
人
負
担
を
少
な
く

す
る
た
め
特
例
と
し
て
、
町

負
担
を
１
／
６
プ
ラ
ス
し
て

い
る
。

(県
２
／
６
・
町
３
／
６
・

個
人
１
／
６
)

小
平
林
道
と
県
道
大
石
田
畑

線
の
現
状
は
。

町
長

小
平
林
道
の
法
面
工

事
は
来
年
度
に
繰
り
越
し
て

の
工
事
と
な
る
見
込
み
。
ま

た
、
県
道
大
石
田
畑
線
（
ワ

ラ
口
地
区
）
に
つ
い
て
は
、

崩
落
の
状
況
や
地
質
の
問
題

か
ら
、
仮
応
急
工
事
は
困
難

と
判
断
し
11
月
16
日
工
事
着

工
し
、
今
年
度
中
の
交
通
規

制
解
除
を
目
指
し
て
い
る
。

県
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
に

感
謝
し
て
い
る
。

ようやく解体開始(来迎寺地区)
【１/５山形新聞に関連記事掲載】

まだ通れません
(県道大石田畑線・ワラ口入り口)

※｢入札制度をどう改革したのか｣の質
問項目ついては、大山議員の一般質
問(13頁)に掲載のため割愛します。
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一

―
町
の
考
え
を
問
う
―

般
質
問

作
曲
家
｢古こ

関せ
き

裕ゆ
う

而じ

氏
｣
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総
合
評
価
落
札
方
式

一 般 質 問 ―町の考えを問う―

偉
大
な
作
曲
家
に

光
を
あ
て
る
時
で
は
な
い
か

村
形
昌
一
議
員

い
ろ
い
ろ
な
形
で
光
を
あ
て
て
い
き
た
い

教
育
長

古関裕而氏の特設コーナー
(図書館／12月末で終了)

朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
人
気
に

合
わ
せ
町
民
歌
に
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
う
時
で
は
な
い
か
。

教
育
長

作
詞
が
斎
藤
茂
吉

で
文
化
的
に
も
ク
オ
リ
テ
ィ

が
高
い
。
町
の
誇
る
べ
き
財

産
と
し
て
再
認
識
す
る
絶
好

の
機
会
だ
と
捉
え
て
い
る
。

施
策
を
ど
う
進
め
て
き
た
か
。

教
育
長

大
々
的
な
イ
ベ
ン

ト
に
は
至
ら
な
い
が
、
町
民

歌
制
定
の
経
緯
を
ま
と
め
、

図
書
館
に
古
関
裕
而
氏
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
町
民

大
学
で
は
朝
ド
ラ
の
母
親
役

の
菊
池
桃
子
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
大
中

の
１
年
生
が
総
合
学
習
で
調

べ
、
発
表
も
し
た
よ
う
だ
。

町
民
歌
を
作
曲
し
た
経
緯
は
。

教
育
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
放
送

劇
団
創
立
25
周
年
記
念
講
演

「
虹
の
断
片
〜
最
上
川
の
茂

吉
〜
」
と
い
う
演
劇
の
音
楽

を
担
当
し
た
の
が
古
関
裕
而

氏
で
あ
り
、
そ
の
曲
を
町
民

歌
と
し
て
使
用
す
る
許
可
を

得
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

作
曲
家
｢森
義
八
郎
氏
｣

｢走
れ
ト
ロ
イ
カ
」「
紀
元
二

六
〇
〇
年
」
ら
４
０
０
０
曲

を
作
曲
し
た
。
他
の
作
品
は
。

教
育
長

母
校
で
あ
る
田
沢

小
の
他
に
横
山
小
、
旧
大
石

田
小
や
戸
沢
小
中
の
校
歌
を

作
曲
し
て
い
る
。

作
品
曲
を
町
民
が
歌
え
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長

町
民
歌
の
よ
う
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
が
な
い

と
難
し
い
。

｢森
義
八
郎
氏
」
を
教
育
で

取
り
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

町
の
偉
人
と
し
て

紹
介
し
探
究
型
の
学
び
の
総

合
学
習
等
で
取
り
扱
い
た
い
。

時
代
に
あ
っ
た
交
通
安
全
を

海
谷
地
区
の
信
号
機
設
置
の

請
願
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長

一
定
の
条
件
が
あ
り

進
ま
な
い
が
、
議
会
と
力
を

合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

信
号
機
の
設
置
や
通
行
量
が

減
っ
て
撤
去
す
る
信
号
機
の

基
準
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

｢信
号
機
設
置
の
指
針
｣に
基

づ
き
、
県
の
公
安
委
員
会
で

決
め
て
い
る
。

令
和
の
時
代
に
あ
っ
た
信
号

機
の
配
置
が
必
要
で
は
。

町
長

地
区
民
や
関
係
者
も

い
る
の
で
陳
情
や
要
望
が
あ

れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
時
間
を

８
時
半
ま
で
か
ら
８
時
ま
で

に
変
更
で
き
な
い
か
。

町
長

時
間
は
道
路
管
理
者

と
警
察
で
設
定
し
て
い
る
。

教
育
長

学
校
は
８
時
５
分

ま
で
登
校
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
遅
れ
て
き
た
児

童
へ
も
配
慮
し
て
８
時
半
と

い
う
時
間
に
な
っ
て
い
る
。

新入札制度の方法は
大山 二郎 議員

入札は総合評価落札方式
町 長

入
札
制
度
改
革
で
総
合
評
価

落
札
方
式
と
し
た
の
は
な
ぜ
。

こ
の
制
度
は
、
点
数
に
よ
っ

て
落
札
額
の
高
い
業
者
が
落

札
す
る
こ
と
も
出
て
く
る
の

で
は
。

町
長

不
正
が
起
き
に
く
い

入
札
制
度
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
た
結
果
、
総
合
評
価

落
札
方
式
に
よ
る
条
件
付
き

一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る

こ
と
に
し
た
。
加
え
て
工
事

実
績
の
有
無
や
経
営
状
況
等

に
一
定
の
条
件
を
課
し
、
品

質
確
保
の
観
点
か
ら
決
め
た
。

新
入
札
制
度
と
地
元
企
業
へ

の
影
響
と
対
応
は
。

町
長

基
本
的
に
は
町
外
の

業
者
も
入
札
に
参
加
で
き
る

こ
と
に
な
る
が
、
活
性
化
の

た
め
、
業
者
育
成
と
い
う
面

か
ら
も
町
内
業
者
が
受
注
す

る
こ
と
は
重
要
。

町
発
注
の
受
注
や
地
域
貢

献
の
実
績
、
事
業
所
の
所
在

地
要
件
を
付
す
な
ど
、
何
と

か
町
内
業
者
か
ら
が
ん
ば
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
模
索
し
て

い
る
。
施
行
ま
で
町
内
業
者

に
説
明
す
る
。

違
約
金
と
損
害
賠
償

違
約
金
請
求
で
、
調
停
の
申

し
立
て
を
し
た
と
聞
く
が
、

契
約
に
基
づ
く
請
求
な
の
に

な
ぜ
調
停
な
の
か
、
現
状
は
。

ま
た
、
賠
償
金
請
求
は
ど
う

す
る
。

町
長

請
求
先
か
ら
弁
護
士

を
通
じ
支
払
い
に
は
応
じ
ら

れ
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、

調
定
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
額
の

算
定
方
法
や
根
拠
な
ど
に
つ

い
て
、
顧
問
弁
護
士
に
相
談

し
て
お
り
、
結
論
に
は
時
間

を
要
す
る
。

町
長
の
初
心
を
問
う

人
口
減
少
対
策
は
。

町
長

移
住
定
住
の
環
境
整

備
、
若
い
世
代
の
町
内
居
住

へ
の
支
援
を
掲
げ
取
り
組

ん
で
き
た
。
具
体
的
に
は
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
、
住
宅
取

得
支
援
な
ど
。
今
年
度
か
ら

は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
18

歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
現

在
見
直
し
中
の
「
地
方
創
生

総
合
戦
略
」
に
盛
り
込
ん
で

い
く
。

７
年
後
の
小
学
生
は
１
８
０

人
程
度
に
な
る
が
、
小
学
校

の
統
合
計
画
の
進
捗
は
。

町
長

当
面
は
３
校
存
続
で

状
況
や
推
移
を
見
て
い
き
た

い
。
統
合
は
将
来
避
け
て
は

通
れ
な
い
問
題
な
の
で
、
教

育
長
、
教
育
委
員
会
と
も
相

談
し
、
総
合
教
育
会
議
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長

令
和
10
年
頃
を
見

据
え
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な

く
、
ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
考

え
て
い
く
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
は

２
０
０
軒
を
超
え
て
い
る
。

間
口
除
雪
は
高
齢
者
の
生
活

と
命
を
守
る
問
題
。
予
算
の

問
題
以
前
に
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
実
現

す
べ
き
。

町
長

昨
シ
ー
ズ
ン
は
少
雪

の
た
め
、
実
証
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
も

駒
籠
、
鷹
巣
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
に
選
定
し
、
実
践
し
た

結
果
を
踏
ま
え
問
題
点
や
課

題
の
検
討
を
行
い
推
進
し
て

い
く
。

得点は､評価項
目ごとにあらか
じめ定めた計算
法により技術提
案の内容を得点
換算します。

評価値が

落札者

＝

最も高い企業

｢決め手は評価値｣

子どもの数
令和２年度
生まれ ０歳 18名

(見込)
令和元年度
生まれ １歳 24名

平成30年度
生まれ ２歳 32名

平成29年度
生まれ ３歳 27名

平成28年度
生まれ ４歳 49名

平成27年度
生まれ ５歳 33名

平成26年度
生まれ ６歳 41名

平成25年度
生まれ ７歳 42名

請願があった交差点
(海谷地区)

価格は、工事価格
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